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ル」を開講した．平成 30（2018）年 4 月に入学し
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　平成 20（2008）年 12 月の中教審答申「学士課程
教育の構築に向けて」5）で初年次教育の充実が謳わ























































































































































































り提出物 70％，授業態度 30％である．48 期生は，
提出物の内訳を「文章の書き方・読み方」（20 点），
「図書館の利用・資料の収集」（30 点），「レジュメ
の作り方」（20 点）とし提出物合計 70 点満点とした．










　48 期生の提出物の平均点は 53.4 点，授業態度の
平均値は 18.6 点である．49 期生の提出物の平均点




　 秀 優 良 可 不可 　
48 期生 0.0％ 17.1％ 57.1％ 25.7％ 0.0％ N＝35
49 期生 0.0％ 7.1％ 60.7％ 32.1％ 0.0％ N＝28
　48 期生，49 期生ともに「秀」（90 点以上）及び「不
可」（59 点以下）は該当者なし．48 期生は「優」（80
～ 89 点） と「良」（70 ～ 79 点） を 合 わ せ る と
74.9％，「可」（60～69 点）は 25.7％である．49 期
生は「優」「良」合わせて 67.8％，「可」は 32.1％で





































　 入学時 1 年次末 2 年次末
48 期生 2.52 2.79 3.02 N＝35
49 期生 2.35 2.91 ― N＝28






1 年次末に 2.97 とやや下がり，2 年次末に 3.26 と上
がる．学生たちは大学の授業を実際に経験して自己
評価を改め，より適切な自己認識に近づいたと推測












ことができる」（入学時 2.34 → 2 年次末 3.09），「表
現方法やソフトウエア利用法を習得し，効果的で説




　本学科では，4 段階評価の全 12 項目と自由記述か
らなるプレゼンテーション力の自己評価も測定して








2 年次前期 2 年次後期




が 1 年次後期と 2 年次後期を比較すると 0.9 上昇，
「聞き手の反応・理解度」と「アイコンタクト」が








































42.9％に対し 2 年次 45.7％に上昇していることか
ら，成績中間層が力をつけたことがわかる．




















































































































入学時 1 年次末 2 年次末
理解 28.6 29.9 29.4
知識 21.4 22.7 23.4
合計 50.0 52.6 52.8
N＝35
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